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11 月のＲＩ会長メッセージ 

平和をもって暴力と戦う 

 

親愛なるロータ

リアンの皆さん、

1991 年 6 月末のあ

る晴れた日の朝、１

台のトラックがラ

ッシュアワーを迎

えたスリランカ・コ

ロンボの道路を走

り抜けていきまし

た。その車は北部郊

外に向かって車の

間を縫うように走

り、国防省作戦司令本部に到着しました。車両検査

のため警備員が車を止めたその時、車中の二人が、

何千キロもの爆薬を積んだ車を爆破させる自爆テ

ロを行いました。 

 

 建物の屋根は完全に吹き飛び、数ブロックにわた

ってがれきが散乱しました。死亡者 21 人、負傷者

175 人の惨事となり、その中には隣接する女子校の

生徒が大勢含まれていました。1km 以上離れた私の

家でも、爆発の衝撃で全ての窓ガラスが粉々に割れ

てしまいました。妻は爆発音が聞こえた方へと駆け

出しました。その方角に娘の学校があったからです。 

 娘は当時 9 歳。その日の朝、娘は筆箱を家に忘れ

て出かけてしまいました。爆発が起こったのは、文

房具屋で鉛筆を買い、大切に持って店を出た時でし

た。彼女は突然の耳鳴りに襲われ、砂埃にまみれ、

周りにいる人々は叫び、血を流し、逃げ回っていま

した。彼女は、すっかり変わり果ててしまった校庭

に誰かに引っ張っていかれ、そこで妻が迎えに来る

のを待っていました。自宅の床にもガラスの破片が

散乱したままでした。 

 今日、スリランカは平和で繁栄し、毎年 200 万人

が観光に訪れています。内戦は過去の記憶となり、

国民の目は希望に満ちた未来へと向けられていま

す。しかし世界には、同じように平和を謳歌できな

い人が大勢います。今日、かつてないほど多くの国

が紛争に巻き込まれ、戦争や暴力で家を失った人は

世界全体で 5,950 万人に上ります。 

 このようなことが起ころうとも、ロータリーでは、

平和は実現すると信じています。これは理想ではな

く、経験に基づく信念です。私たちロータリアンは、

収束困難な争いを、人々が争いではなく協調によっ

て解決し得るのを目にしてきました。また、徹底さ

れた方法で平和を構築していくのを目の当たりに

してきました。その最たる例がロータリー平和フェ

ローによる活動です。ロータリー平和フェローは、

ロータリー財団の支援を通じて、紛争予防・紛争解

決のエキスパートとなります。ロータリーでは、争

いに終止符を打つだけでなく、争いをくい止めるた

めの方法を見つけることを目標としています。 

 何百人ものロータリー平和フェローの中に、二人

のスリランカ出身者がいました。二人は内戦で敵対

したグループの出身でしたが、共に研究に励みまし

た。最初の数週間は互いの正当性を主張するばかり

でした。しかし、時間がたつにつれて互いの考え方

を理解できるようになり、今日では良き友人となっ

ています。私はそんな二人に会って話を聞き、希望

を与えられました。ロータリーによって 25 年間の

痛みとつらさを克服できるのであれば、不可能なこ

となどないでしょう。 

 私たちは暴力で暴力に立ち向かうことはできま

せん。教育、理解、そして平和という武器をもって

戦う時、私たちは真に「世界へのプレゼント」とな

れるのです。 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT,ROTARY 

INTERNATIONAL 

 

 

 

 

 

 

 



          

ガバナーメッセージ 

2015-2016 年度 

国際ロータリー第 2640 地区  

ガバナー 辻   秀 和 
 

2015年 10月の RI理

事会において、正式に

ガバナーに任命されま

した。 

これによって、本年

度のガバナー問題につ

いては、完全に解決し

たことになります。 

ここ数年来続いた、

当地区内の不協和と対

立の大きな部分が解消されました。少々の事柄が残

ったとしても、当地区内の多くのロータリアンの皆

さまには、やっと解決できたという共通の思いだと、

私は推察いたします。 

 

・皆さまのご理解と寛容の精神で、ここまでやって

こられました。 

・改めまして、本日より地区本来のロータリーの第

一歩と願っております。 

・決して、後戻りさせてはいけない。 

・常に言動は『四つのテスト』を念頭において行っ

ていただきたい。 

・私たちはロータリアンです。 

 

個人を中傷したり、事柄の細部まで掘り起こして

非難したり、もういい加減にしましょう。私たちは

ロータリアンです。社会で善い事をする団体です。 

この認識で、できるだけ多くのクラブ会長が結束し

なければ、再び地区自体の存続にかかわる重大な事

態になります。ご理解のほどお願い申し上げます。 

重要なこととして皆さまにお伝えいたします。 

 

＊ＲＩへの確認事項 

１．Actg. ＤＧとして本年度 1 月サンディエゴ国際

協議会の補講が免除。 

２．この時期での、会長エレクト研修セミナー（Ｐ

ＥＴＳ）開催不要。 

３．地区研修・協議会も開催不要。ただし、いずれ

かの会議にて、一度は、ガバナーアドレスが必

要。本会をこれに充当します。 

4．地区決議会を開催します。 

 

2015‐2016 年度 RI テーマについて 

“世界へのプレゼントになろう！”『 Be a Gift to 

the World 』私たちはロータリーで、善き行いを目

指しています。” 

“私たちは人類に偉大なプレゼントを残した人々

を尊敬しています。”というメセージを、2015‐2016

年度 R I 会長のラビンドラン（RAVINDRAN）氏は、

全世界のロータリアンに発信されました。そして、

本年度 RI テーマを“世界へのプレゼントになろう”

と定めました。 

ラビンドラン RI 会長は、『 授けられたものを自分

だけのものだけにとどめるか、またはそれを生かし

て自らが ”世界のプレゼント”となるか、です。 』

と述べて、この R I テーマに込められた熱い思いと

その深い意味を、全世界のロータリアンに説かれて、

行動を促されました。また、ヒンズー教における古

代の逸話“スダマの物語”を引用されて、この逸話

の教訓は、受け手にとって大切なことは、その物質

的な価値でなく、贈り主の心がどれだけ込められて

いるか、ということの大切さを説かれました。 

 昨年度からの「RI の方針」を受け継ぎつつ、新し

いアイデアも取り入れられました。例えば、ロータ

リー月間が変わり、青少年プログラムのロゴが刷新

されました。しかも、「ポリオ撲滅」にも、より一

層の皆さまのご支援を、要請されておられます。 

私たちも、善き伝統を引き継ぎ、悪しき慣習のよう

な事柄は取り除き、新しいアイデアを臆することな

く取り入れて、ロータリーを、より善き行いをでき

るように進展させなければなりません。 

それは、皆さま一人一人の行動しかありません。

とりわけ、クラブ会長の皆さまの熱意ある、強靭な

リーダーシップの発揮するところです。クラブ会長

によって、クラブは大きく変わります。 

あと、９か月となりましたが、地区の発展のため

に、皆さまのご理解とご尽力を、衷心よりお願い申

し上げます。 



          

地区テーマについて 

 “自身のロータリーでの体験は、「宝物」。自分だ

けのものとせず、社会に役立たせよう！” 

“ロータリアンは、自身の体験を新世代の若者たち

に、機会あるごとに、伝えよう！” 

 “汗を流して、新世代と共に活動しよう！” 

と言い続けてきました。これが、入会以来の変わる

ことのない私のロータリアンとしての信条です。 

昨今の、日本を取り巻くアジアの情勢を見渡すと、

特に中国と韓国のような隣国との関係が、なかなか

うまく運びません。良好ではないのです。このよう

な時節こそ、ロータリーの真価が問われます。特に、

今年度は、世界大会が韓国・ソウルで開かれます。

今一度原点に立ち返り、両国の捻じれ、縺れた関係

の解決の糸口を、見出すためにもロータリーが民間

組織として、更なる友情交換・相互理解を推進し、

緊密な友好関係の構築を目指したいものです。日韓

友好関係の深まりは両国に、必ずプラスをもたらし

ます。そして、それは、東アジアや東南アジアのみ

ならず、アジア全体の平和に大きく貢献できます。 

より良い世界を実現するために、地区役員のみで

は何もできません。多くの皆さまのお力添えが必要

となります。ここで、今一度原点に戻り、未来に向

けて再出発をするためにも、最も重要なモットーが

「超我の奉仕」です。これを今年の地区テーマとし

たいと思います。 

 

『 超我の奉仕 』 

1911 年、アメリカ・オレゴン州ポートランドで開

催された第二回大会で、ミネアポリスの B.フラン

ク・コリンズ氏は他人のために尽くす意義と重要性

を説き、ＲＣは“Service, Not Self”を根本精神

としなければならないと強調しました。その後この

標語は、“Service Above Self ”と修正されて、1950

年ロータリーのモットーとして公式に採用され、

1989 年規定審議会によりロータリーの第一標語に

指定されました。 

 

 

 

 

地区運営方針について 

近未来に向けての『夢』を創造できる地区を目指

す。それには、まず PDG・DG・DGE・DGN との良好な

関係と協力体制を構築し、開かれた地区へとイメー

ジチェンジ、未来に向けて、地区運営に協力的かつ

前向きな姿勢を、会員に呼びかけて、「ノーサイド」

で事に対処してゆく。 

１．ガバナー補佐及び地区役員の会議での合意のも

とに．地区運営を推進。 

２．会長会．地区決議会を必要応じ開催。 

３．旧ＩＭの枠組みを有効的に活用。 

４．ガバナー補佐は．基本的に旧ＩＭ組から各々1

名選出。 

５．ガバナー公式訪問は．旧ＩＭグループを基本と

する。 

６．本年度賦課金及び収支予算案は．地区決議会に

付して審議．決定する。 

７．従来の地区ファンド等（国際交流及び青少年フ

ァンド・Peace 復興支援ファンド・ライラ特別

分担金・ロータリー文庫分担金）を廃止。地区

予算に一元化する。 

８．地区予算に本年度地区大会賦課金．次年度

PETS・地区研修協議会クラブ負担金．ガバナー

エレクト事務所開設初期費用を組み入れる。 

９．本年度地区大会は．和歌山ホストにより和歌山

市内にて行う。 

10．地区大会の日時と場所は．地区決議会に付して

審議．決定する。 

11．出来るだけ．多くのクラブより地区組織へのご

協力を依頼します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

ロータリー財団月間に寄せて 

第３ゾーンＲＲＦＣ 村上 有司 

 

１、１１月は、財団

月間です。ロータ

リー財団は、１９

１７年、ロータリ

ー基金の名で誕

生しました。同年

度のＲＩ会長ア

ーチ・Ａ・クラン

フは、アトランタ

（米国）世界大会

で、“全世界的な規模で慈善・教育・その他社

会奉仕の分野でよりよいことをするための基

金をつくろう”と語りかけましたが、ロータリ

アンの反応は好意的ではありませんでした。ア

ーチ・クランフ会長の思いが少しでも形になっ

たのは、彼のＲＩ会長退任慰労会で出た剰余金

（２６．５０＄）が寄付された時でした。寄付

は徐々に増えていきましたが、決定的に財団の

基盤固めが出来たのは、１９４７年ポール・ハ

リスの死亡であったというのは皮肉なことで

す。世界中のロータリアンは、ポール・ハリス

の遺志に従い、香典に代えて寄付金をロータリ

ー財団に送り１１０万＄に達しました。ポー

ル・ハリスは、ロータリーの創立者であります

が、ロータリー財団の育ての親でもあったわけ

です。 

２、ロータリー財団は、多くのロータリアンからの

寄付金で成り立っています。寄付は、①年次基

金寄付（２０１３～１４年度・約１億１７００

万＄）、②恒久基金寄付（同２４００万＄）、③

使途指定寄付の三種類があります。年次基金寄

付金は３年間運用された後、ロータリー活動の

補助金として全部使用されます。 

各地区の年次基金寄付金は、ＷＦとＤＤＦに

分けられます。ＤＤＦは、「寄付金を多く集め

た地区には、補助金を多く配分する」との考え

に基づいて、地区の裁量で補助金に使うことが

出来るものです。 

３、補助金については、“未来の夢計画（Future 

Vision Plan）”の名の下に大改革があり、①地

区補助金、②グローバル補助金の二種類となり

ました。２０１３年から全ての地区・クラブで

適用されていますが、未だ充分浸透していませ

ん。①“地区補助金”は、ＤＤＦの二分の一を

地区に渡し、小規模なロータリー活動に利用出

来る補助金です。②“グローバル補助金”は、

ＤＤＦの残り半分とＷＦの資金を合わせ、３万

＄～２０万＄の大規模活動を支援する補助金

ですが、この活動は二つの国の地区が互いにパ

ートナーとなって行う国際的なものです。２～

３年間の事前準備が必要となりますが、実践す

れば大きな成果があり満足感を得ることが出

来ます。 

５、２６４０地区は、たいへん残念なことですが、

ここ４～５年混乱の極みで、クラブ数も会員数

も激減し、財団への寄付も大幅に減少していま

す。特に、年次基金寄付が１年間全くない、“ゼ

ロクラブ”が多発していることは悲しい限りで

す。これは、経済的理由ではなく、地区混乱に

対する憤りないしは抵抗であると思います。一

日も早く地区が正常化し、会員がロータリーの

良さを実感し、進んで寄付を行い、又補助金を

使ってすばらしいロータリー活動に参加され

ることを期待します。 

６、ＲＲＦＣは、財団管理委員長が任命する役職で、

“Regional Rotary Foundation Coordinators（地

域ロータリー財団コーディネーター）”の頭文字

を取った略語です。“地域”とは“ゾーン”のこ

とですが、１ゾーンは１２～１３地区をまとめ

た組織です。世界には３４ゾーンがありますが、

その内３ゾーンが日本に割りあてられています。

私の担当する第３ゾーンは、近畿・中国・四国・

九州の１１地区です。ＲＲＦＣは、財団本部と

地区との意思疎通をはかり、又活動が鈍い地区

には、それなりの指導をすることになっていま

す。 

 



          

ロータリー財団 管理委員長の思い 

2015-16 年度管理委員長 

レイ・クリンギンミス 

 

2015 年 11 月 

 

11 月はロータリー財団に

注目し、財団プログラムに対

する認識向上と財団寄付の

推進に一層大きな力を傾ける月となります。しかし、

なぜ 11 月なのでしょうか。 

これは 1956 年 5 月、RI 理事会によって 11 月 15

日を含む週が「ロータリー財団週間」に定められた

ことに由来します。この特別週間は、私がロータリ

ー奨学生として南アフリカに留学した 1961 年時点

で既に定着しており、アフリカ南部の大半のロータ

リークラブで財団にスポットを当てた取り組みが

この週に実施されていました。また、帰国後に私の

故郷である米国ミズーリ州ユニオンビルのクラブ

に入会したのですが、そこでも財団週間の記念行事

が行われていました。 

当時多くのクラブでは、財団週間中の例会の食事

コストを抑え、節約した分を財団に寄付するという

工夫がなされていました。その頃はロータリアン個

人ではなくクラブとしての寄付が大半であったた

め、この方法は財団寄付を向上する上でとても効果

的でした。しかし、なぜ RI 理事会は、11 月 15 日の

週を選び、さらに 1982 年、週から月全体へと期間

を拡張したのでしょうか（財団月間の施行は

1983-84 年度から）。 

これは私の推測ですが、1956 年の決定は、当時の

北半球にあるクラブ、特に大規模クラブで、夏期（6

～8 月）の活動があまり活発でなかったことと関連

しているのではないでしょうか。このため、財団に

ついて会員の理解を深めるには、年度開始から少し

時間を置き、時間をとって会員を啓発するのがベス

トであるとの考えに至ったのだと思います。多くの

寄付はクラブから寄せられるものであったため、こ

のような時間はクラブ内で寄付を募るためにも重

要でした。また、投資目的からロータリー年度上半

期に送金するという観点もあったため、このような

計らいはクラブと財団の両方にとってプラスとな

りました。私の推測がどうであれ、ロータリー財団

月間は、私たちの財団の成功にとって欠かせぬ存在

で、これからも重要となるでしょう。11 月は、質の

高い財団プログラムについてロータリアンを啓発

し、より良い世界を築くための支援を募るという伝

統を継承する一カ月となります。 

 ロータリーという世界一流の団体は、ロータリア

ンからの支援によって支えられています。ロータリ

アンの多くは、古くから続く 11 月のロータリー財

団月間を通じて財団に対する理解を深めており、こ

の月間の重要性を軽んじることはできません。今月、

すべてのクラブに、財団にスポットを当てた活動に

お取り組みいただき、すべてのロータリアンに、ク

ラブや地区の財団行事にご出席いただけることを

願っております。財団月間は、大きな影響と成果を

生み出す伝統です。皆でこの伝統を継承いたしまし

ょう。 

ロータリー財団は、皆さまからのご寄付を、世界

中の人びとへの奉仕に役立てています。時間と資金、

そして職業人としての経験と知識を生かして奉仕

活動をするロータリアンの世界的ネットワークを

通じて、ご寄付は、ポリオの撲滅や平和の推進とい

ったロータリーの優先活動のために有効に活用さ

れています。また、財団の補助金は、ロータリアン

が貧困、識字、飢餓などの問題に持続可能な方法で

取り組むことを可能とします。徹底した資金管理、 

慈善団体としての高い評価、独自の資金モデルは、

ロータリー財団が皆さまのご寄付を大切にしてい

ることを物語っています。今、そして未来の世代の

ためにより良い世界をつくるロータリーの活動を

ご支援ください。 



          

地区決議会議 報告 

 ガバナー 辻   秀 和 

２０１５年１０月

３１日、テクスピア大

阪にて当地区の地区

決議会が開催いたし

た。この地区決議会に

は、７０クラブ中、６

８クラブより８６人の選挙人登録がなされ（なお、

地区の選挙人総数は８８人）、当日は８２人の出席

の下、活発な質疑・討論を経て、下記の通り決議等

されましたので、御報告させていただきます。 

 

１、２０１５－２０１６年度の地区賦課金・予算の

件 

この件については、添付の地区賦課金・地区予

算案につき 

賛成  ８０人 

反対   ０人 

保留   ２人 

の圧倒的多数の賛成で可決・承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この件については、念のためＲＩ細則の文言上

との整合性を確保するという意味合いより、今

期地区大会の選挙人会議において、「今回の地

区決議会の可決・承認の事実を地区大会選挙人

会議として承認する案件」として、議案付議さ

せていただくこととします。 

 

２、２０１５－２０１６年度地区大会の件 

この件については、 

開催日 2016 年 2 月 27 日（土）・28 日（日） 

開催場所  和歌山市内 

とすることが、満場一致で可決されました。な

お、ホストクラブは、和歌山市内の９ロータリー

クラブに務めていただくこととなりました。 

 

３、２０１６年度ＲＩ規程審議会代表議員選出の件 

この件については、地区決議会召集状において

は、協議事項とされていましたが、当地区の今期

における特別な事情により選任が遅れているこ

と・選任を急がねばならない事情にあることより、

審議案件へ変更していただくことを提案させて

いただき、満場一致で御承認いただきました。 

次いで、審議事項として、 

①選任方法につき指名委員会制を採ること 

②指名委員として、ガバナー・ガバナーエレク

ト・ガバナーノミニーの３名を選任すること 

③指名の具体的手順の選択は指名委員会に一

任し、指名委員会の議決方法は多数決による

こと 

以上の３点の提案が順次に諮られ、全て満場一

致で承認されました。 

 

４、２０１４－２０１５年度決算の件 

上記決算の件は、協議事項として提案・協議さ

れ、今期の地区大会にて採択をお願いさせていた

だくこととなりました。 

 

（追記）２０１６年ＲＩ規程審議会（２０１６年４

月１０日～４月１５日 米国のエバンス

トンにて開催）代表議員選出については、

地区決議会終了後に指名委員会を開催さ

せていただきました。その結果、勝野露観

パストガバナー（和泉ＲＣ）を、２０１６

年度ＲＩ規程審議会の当地区代表議員と

して選出することに指名委員の意見が一

致しました。そして、勝野露観パストガバ

ナーにガバナー辻秀和より就任要請をさ

せていただきましたところ御快諾をいた

だけました。そこで、１１月２日付をもっ

てＲＩ本部・日本事務局への届出手続を完

了しましたので、この旨を合わせ御報告さ

せていただきます。 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

クラブ活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 
原町北を直進し、本多町交差点を左折、 
一つ目信号（長野保育園）を右折すると左手す

ぐに駐車場がありますので、お車はそちらに停

めていただき、元の道に戻り直進、次の信号の

角の建物の２階が事務所です。（徒歩約 3 分） 
 
【最寄り駅】 
南海高野線 河内長野駅 

国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所 

 〒586-0017  大阪府河内長野市古野町 7-42 2F 
       TEL 0721-55-2640 FAX 0721-55-2641 
       e-mail  hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
       URL http://rid2640g.com 


